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令
和
２
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新

年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
私

ど
も
岡
崎
信
用
金
庫
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
の
改
元
に
対

す
る
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
新
し
い
時
代

へ
の
期
待
感
に
あ
ふ
れ
る
１
年
と
な
り
ま
し

た
。
岡
崎
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
11
月
、
名

鉄
東
岡
崎
駅
前
に
「
オ
ト 

リ
バ
ー
サ
イ
ド
テ

ラ
ス
」
が
誕
生
し
、
ま
さ
に
こ
の
街
が
大
き

く
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
く
、
そ
の
始
ま
り
を

象
徴
す
る
１
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
明
る
い
話
題
の
一
方
、
経
済
面
で

は
米
中
貿
易
摩
擦
問
題
な
ど
で
世
界
経
済
の
先
行
き
に
対
す
る
不
透
明
感
が
強
ま
り
ま
し

た
。
国
内
の
景
気
に
も
慎
重
な
見
方
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
今
年
は
地
域
経
済
に
と
っ
て

正
念
場
の
１
年
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶
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金
融
業
界
に
お
き
ま
し
て
も
、
日
本
銀
行
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
長
期
化
や
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
の
進
展
に
伴
う
決
済
・
送
金
手
段
の
多
様
化
を
背
景
に
、
経
営
環
境
は
大
き
な
変

革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
当
金
庫
は
、
Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
用
い
た
業
務
の
効
率
化
や
店
舗
網
の
再
編
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
、
生
産
性
の
高
い
業

務
へ
の
人
員
の
集
中
な
ど
を
中
期
的
な
経
営
の
重
点
戦
略
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

将
来
に
わ
た
る
経
済
環
境
の
変
化
を
見
据
え
「
地
域
と
の
共
存
共
栄
」
の
理
念
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
経
営
課
題
の
解
決
や
資
産
形
成
の
お
手
伝
い
を
通
じ
、

地
元
産
業
の
発
展
と
地
域
社
会
の
繁
栄
に
真
心
を
も
っ
て
奉
仕
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
庚
子（
か
の
え
・
ね
）」
で
す
。「
庚
」
は
植
物
が
新
た
な
形
に
変
化

し
よ
う
と
す
る
状
態
、「
子
」
は
種
子
の
中
に
新
し
い
生
命
が
き
ざ
し
始
め
る
状
態
で
あ

る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
る
と
、「
庚
子
」
は
新
た
な
芽
吹
き
と

繁
栄
の
始
ま
り
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
金
庫
も
金
融
機
関
と
し
て
の
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

力
強
く
次
の
成
長
段
階
に
進
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
「
お
客
さ
ま
か
ら
喜
ば
れ
、
職
員
も
輝
く
、
最
新
の
金
融
機
関
」
を
目
指
し
、

役
職
員
一
同
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
す
ば
ら
し
い
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
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岡
崎
信
用
金
庫
本
店
の
あ
る
岡
崎
市
は
、
愛

知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
温
暖
な
気
候
と

豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
西
三
河
の
中

心
と
し
て
、
文
化
や
教
育
の
拠
点
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
岡
崎
市
に
、
自
然
科
学
分
野

に
お
け
る
世
界
最
高
水
準
の
研
究
機
関
が
あ
る

の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
「
岡
崎
市
と
言
え
ば
？
」
と
聞
か
れ
る
と
、

多
く
の
方
は
徳
川
家
康
公
や
八
丁
味
噌
な
ど
を

連
想
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
科
学
に
携
わ
る

方
た
ち
に
と
っ
て
は
「
岡
崎
市
＝
自
然
科
学
の

研
究
所
」
を
真
っ
先
に
連
想
す
る
そ
う
で
す
。

岡
崎
市
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
を
牽
引
す
る

最
先
端
研
究
を
推
進
す
る
、
自
然
科
学
分
野
の

国
際
的
研
究
拠
点
で
す
。

　

自
然
科
学
の
世
界
で
は
常
に
世
界
か
ら
注
目

を
集
め
る
自
然
科
学
研
究
機
構
。
2
0
1
6
年
、

自
然
科
学
研
究
機
構
特
別
栄
誉
教
授
で
も
あ
る

大
隅
良
典
さ
ん
が
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学

賞
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
で
も
大
き
な
話
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
身
近
に
あ
り
な
が
ら
あ
ま
り
知
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
「
自
然
科
学
研
究
機
構
」
を

訪
ね
ま
し
た
。

岡
崎
か
ら
世
界
へ
、
最
先
端
の
科
学
を
発
信
！

自
然
科
学
研
究
機
構

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
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▲分子科学研究所
物質の基本構成単位である分子の研究施設

▲生理学研究所
ヒトの脳とからだの仕組みについての研究施設

▲基礎生物学研究所
多様な生物を理解するための研究施設

N
ational Institutes of N

atural Sciences

自
然
科
学
研
究
機
構

　

宇
宙
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
物
質
、
生
命
な
ど
自

然
科
学
分
野
に
お
け
る
世
界
最
高
水
準
の
学
術

研
究
を
行
う
研
究
機
関
、
そ
れ
が
「
自
然
科
学

研
究
機
構
」
で
す
。
自
然
科
学
研
究
機
構
は
五

つ
の
大
学
共
同
利
用
機
関
（
国
立
天
文
台
、
核

融
合
科
学
研
究
所
、
基
礎
生
物
学
研
究
所
、
生

理
学
研
究
所
、
分
子
科
学
研
究
所
）
と
四
つ
の

セ
ン
タ
ー
（
新
分
野
創
成
セ
ン
タ
ー
、
ア
ス
ト

ロ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
、
生
命
創
成
探
究

セ
ン
タ
ー
、
国
際
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
「
基
礎

生
物
学
研
究
所
」「
生
理
学
研
究
所
」「
分
子

科
学
研
究
所
」
の
三
つ
の
研
究
所
が
岡
崎
市
に

あ
り
ま
す
。
全
国
の
大
学
・
研
究
機
関
、
世
界

の
研
究
者
に
対
し
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
の

場
を
提
供
す
る
中
核
拠
点
と
し
て
、
研
究
力
の

強
化
と
新
た
な
研
究
分
野
の
創
成
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
・
地
域
に
も
貢
献

　

自
然
科
学
研
究
機
構
は
、
子
ど
も
た
ち
が
理

科
に
興
味
を
持
ち
将
来
へ
の
展
望
を
開
く
た
め

の
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、「
未
来
の
科
学
者

賞
」「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
」
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
や
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

方
に
科
学
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
岡
崎
の
研
究
所
の
一

般
公
開
や
せ
い
り
け
ん
市
民
講
座
な
ど
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
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奨学生による成果発表会
「おかしん先端科学奨学金制度」

当金庫ホームページ「お知らせ欄」に掲載している「おかしん先端
科学奨学金制度」奨学生による成果発表会のページの『参加申込
書』にご記入の上、おかしん本支店窓口へお申し込みください。

当金庫は、大学共同利用機関法人自然科学研究機構（基礎生
物学研究所、生理学研究所、分子科学研究所）と地域連携協
定を結び、岡崎市を中心とした地域における教育支援等の
活動において、地域社会の発展と人材の育成に寄与するこ
とを目的に、平成24年8月「おかしん先端科学奨学金制
度」を創設しました。今回は奨学生の方々の研究成果発表
会を開催いたします。

岸本真理子　氏〈総合研究大学院大学 大学院生(基礎生物学研究所)〉
　発表テーマ『サンゴと褐虫藻の共生崩壊（サンゴの白化現象）のメカニズム解析』

Nguyen,Hong Dung Thi　氏〈総合研究大学院大学 大学院生(生理学研究所)〉
　発表テーマ『温度感受性 TRP イオンチャネルとメントール』

周　　諭　来　氏〈総合研究大学院大学 大学院生(分子科学研究所)〉
　発表テーマ『レーザーと原子で探索する量子の世界』

おかしん先端科学奨学金 奨学生 発表

聴講
無料

特別講演

申込方法 岡崎信用金庫 地域振興部　松井、青山

TEL.0564-25-7213　FAX.0564-25-2861
9：00～17：00（土・日曜日、祝日を除く）

問合せ先

2020年2月8日㈯ 14：00～16：00（開場13：00）
岡崎信用金庫本部ビル2階大ホール

再生できる生き物に再生医療の仕方を学ぶ

基礎生物学研究所 所長 阿形 清和氏

（National Institute for
　　　 Physiological Sciences）

て、国内外の研究者と共同研究を行い、大
機関です。分子・細胞からヒト個体のレベ
多様な研究を支えるため、多くの世界最先
研究所は、これらの計測機器の測定・解析
と測定技術を幅広く提供するなど、日本の

　宇宙にある無数の星の中で地球の最大の特徴は、多種多様な生物に
満ちていることです。約40億年の年月の間に、生物は多彩な姿と驚
くような能力を獲得し、子孫を増やしてきました。基礎生物学研究所
は、遺伝子・細胞・組織・個体・異種生物間の相互作用など、多階層
における研究技術・手法の開発を推進し、すべての生物に共通で基本
的な仕組み、生物が多様性をもつに至った仕組み、及び生物が環境に
適応する仕組みを解き明かすために、国内外の研究者と連携して研究
しています。

基礎生物学研究所
（National Institute for Basic Biology）

◀研究対象の様々な生物たち

世界最大の大型分光照射施設。
光の波長と生物の反応との関係性
を調べる研究に活用されています。

▲大型スペクトログラフ

ヒト脳の神経線維走行

自然科学研究機構は、共同利用・共同研究の実施を通じて
世界最先端研究を推進しています。各研究機関が、各々が
担う分野ごとに特性を活かしながら、大学や大学に所属す
る研究者のニーズに寄り添った研究活動を推進しています。

研究所紹介
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愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38番地

Information

名鉄東岡崎駅南口より徒歩10分

自然科学研究機構南口

正門

岡
崎
高
校

乙
川
大
橋

至
豊
橋

三島
小学校東門

六所神社

至
名
古
屋

殿橋

吹矢橋

岡崎市役所
◎◎

名鉄名古屋本線

乙川

東岡崎駅

1

東明大寺町

市役所南東

吹矢町

明大寺

岡崎インター西

大西３

基礎生物学研究所
TEL.0564-55-7652

生理学研究所
TEL.0564-55-7700

分子科学研究所
TEL.0564-55-7418

分子科学研究所
IMS（Institute for Molecular Science） 生理学研究所
　分子科学とは水・大気・生き物など、地球上のほとんど全ての
もとになっている分子や分子の姿を変化させる化学反応や分子間
相互作用の本質を、理論と実験の両面から明らかにすることを目
的とした学問です。理論・計算、光、物質、生命・錯体を扱う４
つの基盤研究領域に加えて、最先端の技術や装置が利用できる共
同研究の場を国内外の研究者に提供し続けています。また、全国
の国立大学法人と連携し、大学・公的研究機関・民間企業の研究
者が各参画組織の所有設備を安価に共同利用できるシステム（大
学連携研究設備ネットワーク）を構築しています。

　ヒトのからだ、とりわけ脳の働きについ
学院生を含む若手研究者の育成を行う研究
ルに至る様々なからだの仕組みを理解する
端の測定装置が設置されています。生理学
技術の向上に努め、国内外の研究者へ装置
生理学研究の中核を担っています。

▲極端紫外光研究施設（UVSOR）

▲7テスラ超高磁場磁気共鳴画像装置

地上にない光を人工的に作り出し、分子の研究に利用するための電子の加速器 7TMRIで撮影したヒト脳。
100マイクロメートル単位の血管や神経を描出

研究所一般公開
研究所を多くのかたに知って
いただくため、３研究所が毎
年順番で開催しています。

自然科学研究機構　野辺山展示室
自然科学研究機構 野辺山展示室（長野県）では、自然科学研究
機構の研究機関と4つのセンターによる、体験型展示やポスター
展示を体験することができます（入場無料、自由見学）。
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お預け入れ時の金利を約定利率として初回満期日まで適用します。
初回満期日以降は、満期日到来前に公表するキャンペーン金利で自動継続となります。継続時の最新の情報は事前
に公表される店頭のパンフレットや当金庫のホームページ等をご覧ください。
ただし金利情勢の変動等により自動継続時の商品内容を見直す場合や、予告なくキャンペーン金利の適用を含めた
取り扱いを中止する場合がございます。
満期日が当金庫休業日の場合のお支払いは翌営業日となります。
マル優もご利用いただけます。（窓口でお預け入れの場合のみ）
この預金は預金保険制度の対象商品です。（預金保険制度により全額保護される決済用預金以外の預金と合算して、預金
者お一人様あたり一金融機関ごとに元本１，０００万円までとそのお利息が保護されます。）

やむを得ず中途解約をされる場合は、上記金利は適用されず、お預け入れ日から解約日までの当金庫所定の中途解
約金利が適用されます。

２０１３年１月１日から２０３７年１２月３１日までの間にお受取りになる利息には「復興特別所得税（０．３１５％）」が課税されるた
め、２０．３１５％（国税１５．３１５％、地方税５％）の税金がかかります。

おかしん２０１９－２０冬定期預金

個人のお客様（個人事業主を含む）

スーパー定期　１年定期　自動継続（元金継続または元利継続）
１年経過後は、満期日到来前に公表するキャンペーン金利で自動継続となります。継続時の最新の情報は事前に公
表される店頭のパンフレットや当金庫のホームページ等をご覧ください。
ただし金利情勢の変動等により自動継続時の商品内容を見直す場合や、予告なくキャンペーン金利の適用を含めた
取り扱いを中止する場合がございます。※満期金の支払いは、満期日が休業日の場合は翌営業日となります。

１口１０万円以上（窓口の場合、原則として新規預入または１０万円以上の増額）
ＡＴＭでのお取り扱いの場合、１回につき　現金１０万円以上２００万円以下（紙幣２００枚まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振替１０万円以上５００万円以下（ご本人口座からの振替のみ）

窓口でお預け入れの場合…………………………………１年０．０７０％（税引後０．０５５％）
ＡＴＭでお預け入れの場合…………………………………１年０．０８０％（税引後０．０６３％）
インターネットバンキングでお預け入れの場合……………１年０．１５０％（税引後０．１１９％）

満期日以後に一括して払い戻します。

２０１９年１２月２日（月）～２０２０年１月３１日（金）

金利
UP!

金利
UP!!

0.070 （　　　）税引後
年0.055％ 0.080 （　　　）税引後

年0.063％ 0.150 （　　　）税引後
年0.119％

１年経過後は事前に公表するキャンペーン金利で自動継続します１年経過後は事前に公表するキャンペーン金利で自動継続します１年経過後は事前に公表するキャンペーン金利で自動継続します

2019年 ～ 2020年12月２日㈪ 1月31日㈮12月２日㈪ 1月31日㈮

2019－20冬定期預金2019－20冬定期預金
毎
月
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回
発
行

発
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三（http://www.okashin.co.jp

）


